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2017.8.31プレスリリース
神戸アートビレッジセンター 

KAVC CINEMA 
「ケアニン～あなたでよかった～」

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より、当センターのご利用および企画運営にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　この度、KAVC CINEMAにて「ケアニン～あなたでよかった～」を上映する運びとなりました。
　本作は、新人の介護福祉士を主人公に、介護という仕事を通じ、働くことの意味、人や地域の繋がりの尊さ
を描いた作品になります。タイトルの” ケアニン” とは、介護、看護、医療、リハビリなど、人の「ケア」に
関わり、自らの仕事に誇りと愛情、情熱を持って働いている人を指します。「人のために仕事がしたい」「じい
ちゃん ばあちゃんが好きだから」そんな理由で介護の仕事を志す若者を、私たちは「介護は素敵な仕事だ」
と旨を張って言えるでしょうか。3K（きつい、汚い、危険）のイメージが先攻する介護の仕事は、肉体的に
も精神的にも厳しい仕事です。しかし、これほど人と本気で向き会え、感動する仕事はないと長く介護に携わ
る人は胸を張ります。本映画は、実在する 30もの介護施設や専門学校、関連団体に取材し、つくりあげてい
ます。本作品では、介護という仕事を通して働くことの意味や、人と人、地域の繋がりが描かれており、取材
を通して集められた生の言葉が綴られています。
つきましては、心温まる感動作をぜひ貴社媒体にてご紹介頂きたく、ご掲載のご検討を頂けますようお願い申
し上げます。何卒宜しくお願い致します。

あらすじ：大森圭（男性・21）は新人の介護福祉士。高校卒業後、これといってやりたいことがなかった圭は、
漠然とした理由で介護の専門学校へ入学。卒業後、圭が働くことになったのは、郊外にある小規模介護施設。
認知症の高齢者たちと上手くコミュニケーションが取れず、悩む日々が続くなか、圭が初めてメインで担当を
することになったのは、認知症の星川敬子 79歳。試行錯誤しながらも、先輩スタッフたちの協力もあり、少
しずつ敬子との関係性を深めていく。「なんとなく」で始めた介護の仕事に、いつしか本気で向き合うようになっ
ていく圭だったが…。

「ケアニン～あなたでよかった～」
（2017年 / 日本 / 105 分）
配給：ユナイテッドエンタテインメント
監督：鈴木浩介
出演：戸塚純貴、松本若菜、山崎一
　　　水野久美、藤原令子、菜 葉 菜ほか
上映時間：10/7（土） ～13（金）11:00
               10/14（日）～20（金） 13:35
料金：一般 1700円、学生 1400円
　　　シニア 1100円

©2017「ケアニン」製作委員会

認知症で人生終わりになんて、僕がさせない。
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2017.8.31プレスリリース
神戸アートビレッジセンター 

KAVC CINEMA 
「戦争のはらわた」［デジタル・リマスター版］

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より、当センターのご利用および企画運営にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　この度、KAVC CINEMAにて「戦争のはらわた」を上映する運びとなりました。
　西部劇『ワイルドバンチ』（69）、犯罪劇『ゲッタウェイ』（72）等アメリカ映画王道のジャンルで歴史的
傑作をものにした孤高の巨匠サム・ペキンパー（1925～ 1984）が、アメリカ人監督、アメリカ人スターを
起用し、敗者ドイツ軍の物語を描くという当時ハリウッドでは実現不可能な大胆不敵さでつくりあげた『戦争
のはらわた』は、ベトナム戦争終結から 2年が過ぎた 1977年。“戦争映画” というジャンルに殴り込みをかけ、
戦場描写を一新した革命的作品が映画史に激震を巻き起こしました。舞台は、第二次世界大戦下の独ソ戦。
1941年から 44年にかけてドイツ軍とソ連軍が壮絶な死闘を繰り広げ、ドイツ軍 200万以上、ソ連軍 1200
万以上の死者が出たといわれる狂気の戦場。敵の猛攻にあい絶望的な状況に追い込まれたドイツ小隊の運命が
ドラマチックに描かれ、観る者は戦場の真っ只中に。ドイツ軍歩兵連隊についての膨大な資料をもとに戦場の
リアリズムを徹底追及。血と汗と埃にまみれ、生への欲望が具現化した兵士たちのキャラクター造型の異様な
緊張感は、今観ても斬新に私たちを捉えます。ち密な時代考証が実現したこの映画は、「戦争とは？」「本当の
敵は誰か？」「正義とは？」といった問いを否応なく突きつけます。昨今のCGを多用した作品とは一味違う
リアルなアクションに満ちた本物の戦場映画であり、終わりの見えない戦いに疲弊しきった兵士たちの生々し
い心情描写は、以後登場する『プラトーン』（86）、『プライベート・ライアン』（98）、『硫黄島からの手紙』
（06）といった作品群にも大きな影響を与えました。クエンティン・タランティーノ、北野武、ジョン・ウー
らがリスペクトするサム・ペキンパー監督。死にゆく男たちの孤影を終生追い求めた映像作家の魂に、是非酔
いしれてください。
つきましては、本作品をぜひ貴社媒体にてご紹介頂きたく、ご掲載のご検討を頂けますようお願い申し上げま
す。何卒宜しくお願い致します。

「戦争のはらわた」
［デジタル・リマスター版］
（1977年／イギリス・ドイツ／133分）
配給：コピアポア・フィルム
監督：サム・ペキンパー
主演：ジェームズ・コバーン
　　　マクシミリアン・シェル　ほか　　　
上映時間：
10/7（土）～13（金）13:05
10/14（日）～20（金） 11:00
料金：一般 1700円、学生 1400円
　　　シニア 1100円

今も多くの映画作家をとりこにしている戦争映画の金字塔が、
公開40周年を迎えスクリーンに堂々の帰還！
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2017.8.31プレスリリース
神戸アートビレッジセンター 

KAVC CINEMA 
「きらめく拍手の音」

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より、当センターのご利用および企画運営にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　この度、KAVC CINEMAにて、「きらめく拍手の音」を上映する運びとなりました。
　本作品は、耳の聞こえない父母の日常を、娘の目線からつつましく切り取ったこの作品は、2015年に韓国
国内でロードショー公開され、山形国際ドキュメンタリー映画祭 2015「アジア千波万波」部門で特別賞を受
賞するなど、多くの観客にあたたかい感動とともに迎えられました。
監督のイギル・ボラは、高校中退後に東南アジアを旅し、のちに韓国国際美術大学でドキュメンタリーをまな
んだ 27歳の才媛で、本作が劇場公開デビュー作。繊細な語り口で自身の家族を見つめる視線はやわらかく、
聴覚障碍者の日常をこれまでにない親密な距離でつむいでゆきます。この映画は、大人になった娘が、両親か
ら受け取ったたくさんのものへ、まるでプレゼントを返すように撮られたドキュメンタリーです。
騒々しいほど表情ゆたかな手話が交差する、静かだけれどにぎやかな家族の物語。ろうの両親を聴者の娘がみ
ずみずしく描いた、つつましくもいとおしい作品が生まれました。
つきましては、本作品をぜひ貴社媒体にてご紹介頂きたく、ご掲載のご検討を頂けますようお願い申し上げま
す。何卒宜しくお願い致します。

あらすじ：［わたし］の両親は、耳が聞こえない。物心ついたときから、両親から自然と手話をまなび、社会
からことばをまなんだ。わたしは両親と外の世界との通訳係で、そのせいか早くに大人になったように思える
けれど、そんな暮らしはじつは息苦しくもあったのだ。高校を中退してアジアを旅したとき、まるで音のない
世界から解放されたような気がした。けれど外の世界に出たことで、両親の音のない世界がいかににぎやかで、
豊かだということを教えてくれたのだ。わたしはいま、目の前にある父母の音のない世界を記録する。見つめ
ることで、音のない世界で響く声に耳を傾ける。その世界は、静かだけれどにぎやかな、きらめく拍手のよう
な喜びで満ちているのだ。

「きらめく拍手の音」
（2014年／韓国／ 80 分 )
配給：ノンデライコ
監督：イギル・ボラ
主演：イ・サングク、キル・ギュンヒ
　　　イ・グァンヒ、イギル・ボラ
上映時間：10/7（土）～20( 金 )　
　　　　 15:40
会場：KAVCシアター
料金：一般 1700円、学生 1400円
　　　シニア 1100円

きらめく手の声、生きるよろこびを語ることばたち。
聴こえない両親の世界を聴こえる娘がみつめた、つつましくもいとおしいドキュメンタリー

(C)2016 SHOWBOX AND YONG FILM ALL RIGHTS RESERVED.
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2017.8.31プレスリリース
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KAVC CINEMA 
「SHOT！ The Psycho

-spirtual Mantra Of Rock（原題）」

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より、当センターのご利用および企画運営にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　この度、KAVC CINEMAにて、「SHOT！ The Psycho-spirtual Mantra Of Rock（原題）」を上映する
運びとなりました。
　本作品は、デヴィッド・ボウイをはじめ、イギー・ポップ、ルー・リード、クイーン、シド・バレットらの
ポートレートやアートワークなどを撮影し、「70年代を写した男」と称される伝説のカメラマン、ミック・ロッ
クのドキュメンタリーになります。インタビューや写真の撮影を通して活動をスタートさせた彼は、アーティ
ストと共に 70年代のイギリス音楽シーンを作り上げ、NYのパンク・ロック・シーンから現在に至るまで、
時代を彩るミュージック・アイコンを今もなお撮り続けています。そんな彼が自らナレーターを務め、40年
に及ぶ自身の活動を、当時の貴重な写真や映像を用いて描いた作品になります。
映画は、ミック・ロック独自の視点からすべてが語られ、本作で初めて公開されるデヴィッド・ボウイやシド・
バレットの映像、ルー・リードのインタビュー音声など、彼自身が保管していた莫大な資料で作られたサイケ
デリックな作品に仕上がっています。
　つきましては、本作品をぜひ貴社媒体にてご紹介頂きたく、ご掲載のご検討を頂けますようお願い申し上げ
ます。何卒宜しくお願い致します。

「SHOT！ The Psycho-spirtual Mantra Of Rock（原題）」（2017年／アメリカ・イギリス／ 91 分 )
配給：ココロヲ・動かす・映画社 ◯
監督：バーナビー・クレイ　
主演：ミック・ロック
上映時間：10/7（土）～20( 金 )　17:20
料金：一般 1700円、学生 1400円、シニア 1100円

伝説のカメラマンが自ら語る、ロックンロールの審美眼

Photo courtesy of Magnolia Pictures. PHOTO © MICK ROCK 2017


